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【第 1 章 精神障害者における Community integration の研究動向】 
精神障害者における CI の概念や要因，研究動向を整理し，今後の課題について明らか
にすることを目的に，国内外の先行研究のレビューを行った． 










【第 2 章 日本語版 Community Integration Measure の開発】 
本研究では CI を主観的要素で構成される単次元概念と定義し議論を進める．第 2 章で
は地域在住精神障害者の CI を測定する尺度の開発を目的に，海外の地域在住精神障害者
に使用されている尺度 CIM: Community Integration Measure の日本語版を開発し，その信
頼性と妥当性を検証した．尺度開発の手順に基づき，原著者の許可を得た後，原版を翻
訳し，精神障害者や精神保健等の専門家による翻訳内容の確認を経て，地域在住精神障
害者 263 名に調査を行った． 
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この結果から，日本語版 CIM は原版と同様に一因子構造の信頼性と妥当性を有する尺
度であり，地域在住精神障害者の CI の測定が可能であることが検証された．また CI は
ソーシャルネットワークのサイズと有意に相関があり，ソーシャルネットワークは地域
在住精神障害者の CI を論じる際に有用な要因であることが示唆された． 
 












【第 4 章 地域在住精神障害者における Community integration の要因の検証】 












第 1 章では CI 研究の現状と先行研究の課題が明確になり，第 2 章では CI を測定する
ための日本語版尺度を開発し，第 3 章では対象集団が異なる特徴をもつ集合体であるこ
とを示し，第 4 章では対象者を社会的孤立傾向で層別した上で，因果モデルより CI と要
因間の関連を見出し，構造モデルより CI に影響する要因を見出した．  
本研究によって，地域在住精神障害者における CI の実態が明らかになり，CI 向上の
ための支援への示唆が得られた． 
 
